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１．研究開始当初の背景 
 デザインとは、人間の生活を、「あるべき
姿」に向けて創造的に改変させる実践的活動
である。地域振興デザインにおいては、その
「あるべき姿」の形成は、自然・人文・社会
などのあらゆる側面において、本来地域が有
してきた「顔」とでもいうべき固有の特性を
顕在化し活用しなければ、実現し得ない。し
かしながら、これまでなされてきた多くの
「地域開発」においては、しばしば上述の地
域特性の十分な精査がなされず、いわば「外」
からの論理で実施された場合が少なくない。
その弊害は、多くの地域社会において、社会
の不均衡やさまざまな環境問題、地域アイデ
ンティティの希薄化などが問題と化してい
ることからも明らかである。 
 維持可能な社会の構築が求められる今日、
地域振興デザインにおいては、これまでの経
済効率優先の方法論に代わり、地域特性を活
かし、地域の魅力づくりや地域アイデンティ
ティの確立を目指した内発的地域振興への
移行が求められている。 
 内発的地域振興は、スウェーデンのダグ・
ハマーショルド財団が、1975 年の国連経済
特別総会の報告書のなかで、「もうひとつの
発展」という新たな発展の概念を提起した際、
その属性のひとつとして重要性が初めて指
摘された。従来の近代化・工業化では果せな
かった社会建設を目指し、当該の地域振興に
かかわる潜在的資質の内発的活性化を図る
ことを基盤とすることが謳われた。すなわち、
社会連帯の形成と維持機構の確立がその基
底に位置づけられ、より健全な社会づくりが
目指された。その後、非西欧文化圏である日
本をはじめとしたアジア諸国においても、当
該の国・地域の歴史・風土に適合しつつ、い
わば、固有の内発的地域振興が胎動し展開さ
れてきた。しかしながら、多くの地域振興デ
ザイン計画の事例のなかで主流をなしたと
はいい難く、また、それゆえに、これまで、
アジア各地で計画・実践されてきた内発的地
域振興に関する理念の構築と実践に関する
実地調査、ならびに、その実質的展開のため
の具体的・実践的な研究は十分になされてき
たとはいい難い。今こそ、アジア各地におい
て内発的地域振興の視座からなされてきた
地域振興デザイン計画の実態を取り上げ、そ
の理念の構築と実践に関する諸相を、詳細な
実地調査を通して明確化し、その知見を生か
したこれからの地域振興デザインのあり方
を考究・提示していくことが重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、これまでアジアの各地において
策定・実践されてきたさまざまな地域振興デ
ザイン計画のなかでも、とくに、地域の生活
者が担い手となり、生活の質的豊かさを追求
した内発的地域振興の視座からなされてき
た実例を取り上げ、その理念の構築と実践に
関する諸相を、実地調査を通して明確化する

とともに、その知見を生かしたこれからの地
域振興デザインの在り方を考究・提示するこ
とを目的としたものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、研究代表者らとすでに密接な
協力関係が築かれている日本ならびにアジ
アの各国・各地域を対象として、各国・各地
域の公的機関・民間団体・生活者、ならびに、
内発的地域振興の研究者・実践者らとの協働
に基づき内発的地域振興デザインの実相に
関するデータの集積を図った。 
 なお、日本における事例研究は、福島県三
島町、新潟県山北地域、京都府伊根町、アジ
アにおける事例研究は、台湾における大甲地
域で行った。 
 
４．研究成果 
 本研究において把握した内発的地域振興
に関する事例研究の成果の一部と内発的地
域振興デザインの特質を記載する。 
 
(1)実地調査に基づく日本における内発的地
域振興デザインの実相に関するデータの
集積 
 日本における内発的地域振興の先進的事
例を取り上げ、実地参与観察に基づき、内発
的地域振興デザインの実践に関する諸要素
を抽出した。調査対象地域ならびに各地域に
おいて収集した内発的地域振興デザインの
概要は以下の通りである。 
 
①福島県三島町における実地調査結果 
 福島県三島町は、福島県の西部に位置する
山村である。過疎・高齢化という社会問題を
抱え、今日の日本における典型的な山村のひ
とつであるといえる。また、冬には２メート
ル以上もの雪が降り積もる豪雪地帯でもあ
り、古くから、各家々で冬の農閑期の家内作
業として、天然素材を活用したさまざまな生
活用具づくりが行われてきた。このような生
活者自らの手による生活用具づくりの文化
が、当該地域のアイデンティティの礎である
との認識が町民の間に共有され、町をあげて
「生活工芸運動」が始められたのが 1983(昭
和 58)年のことである。以来、この運動が、
三島町における地域づくり活動の中核に位
置づけられ、今日まで確実に継承され発展し
てきた。「生活工芸運動」は、地域に産する
天然資源を活用し、当該地域の生活者らが主
人公となって行われてきたことから、まさに
内発的地域振興の代表的な事例のひとつで
あるといえよう。近年では、「生活工芸運動」
の基底にある自然との共生生活の理念が隣
接する奥会津地域の町村にまで波及し、それ
らの地域においても生活工芸の価値が見直
されつつある。また、都市地域に居住する人
びとが三島町における生活工芸運動の価値
を見直し、その成果品が都市居住者のなかで
も広く使われるようにもなっている。とりわ



け高齢男女によって担われている生活工芸
運動が人びとの間で生き甲斐にまで成長し
ていることは、今後の内発的地域振興デザイ
ンの指針導出に当たって示唆する点が多い。 
 なお、当該地域の生活用具づくりは、
2003(平成 15)年に、経済産業省指定の伝統
的工芸品に「奥会津編み組細工」として指定
され、国からの支援が得られる状況に至って
おり、今後の展開が期待されている。 
 
②新潟県山北地域における実地調査結果 
 新潟県村上市山北地域は、新潟県の最北部、
山形県との県境に位置している。日本海から
運ばれてくる冷気は、冬季には大量の雪をこ
の地にもたらす。 
 当該地域における内発的地域振興が展開
され始めたのが、1989(平成元)年の「山北町
観光開発基本計画 ～魅力ある集落づくり」
の制定・実践であった。以来、48の集落のひ
とつひとつがまさに光り輝くことを目指し
た各種活動が展開されてきた。 
 例えば、山熊田集落は、山北町のもっとも
山奥に位置する集落である。科の木(オオバ
ボダイジュ)の樹皮でつくる「しな布」は、
山里で生活するためには欠かせない生活必
需品であり、冬季間や農閑期の主婦の大切な
仕事の一つとして織り継がれてきた。しかし、
化学製品の出現等を要因として、使い手も織
り手も減少し、高齢者の手内職としてわずか
に残されているだけになっていた。 
 こうした伝統を集落の「光」として絶やさ
ず継承していこうと、人びとは、織りの技術
講習などを積極的に行った。そのような活動
のなかから、「自分達も地域に関わりのある
仕事を自分達の手でやってみたい」という女
性たちの声が挙げられるようになった。「し
な布を活用した地域づくり」の取り組みに山
熊田の人びとが共感し、多くの人びとの援助
を受け、2000(平成 12)年、しな布の製造・販
売をはじめ、また「アク笹巻」「栃餅」「赤か
ぶ漬け」といった特産物の加工・販売も手掛
ける「さんぽく生業の里企業組合」が設立さ
れた。 
 なお、このものづくりの文化は、2005(平
成 17)年に、経済産業省指定の伝統的工芸品
に「羽越しな布」として指定され、国からの
支援が得られる状況に至っており、今後の展
開が期待されている。本調査・研究では、科
布づくりの材料採取から使用・廃棄、それら
の活動を主体的に実施するつくり手や支え
る行政のあり方に至るまでの内発的地域振
興デザインを支える諸側面を把握した。 
 
③京都府伊根町における実地調査結果 
 京都府伊根市は、古くから漁猟を生業とす
る人びとが伊根湾を中心に構築された集落
である。人びとは、伊根湾に面した舟のガレ
ージを兼ねた家屋を建てその数は250軒にも
のぼる。その構成は、町屋と近似しており、
湾に対して間口が狭く、奥行が深い短冊型の

敷地に軒を接して建つ町屋では、表から奥ま
で土間を通し、その一方に部屋をほぼ一列に
並べ、敷地のほぼ中央に坪庭を配置すること
によって、通気性と採光を向上させてきたの
である。坪庭には石や植物などを配し、通り
に面した公的空間と奥の私的空間を区分し
てきた。本研究においては、このような町屋
の構造にみられる自然を生かした生活文化
の諸要素を収集することができた。 
 また、当該地域の独特の家屋を利活用に基
づき保存しようとしているのが、「伊根浦舟
屋群等保存会」である。舟屋の維持・継承に
向けた諸施策、ボランティアによる各種ガイ
ド活動はもとより、地域の内発的発展を支え
る柱としての役割を担っている。それらの活
動においては、2005(平成 17)年に「重要伝統
的建造物群保存地区」に指定され、その活動
はもとより、地域の環境整備として「町並み
美化クリーンキャンペーン」や「花いっぱい
運動」、また、「会報の発行」やその他のイベ
ントなどを展開している。また、その活動を
行政の立場から伊根町役場が支えている。 
 
(2)実地調査に基づく、アジアにおける内発
的地域振興デザインの実相に関するデー
タの集積 
①台中市大甲地域におけるにおける実地調
査結果 
 大甲藺工芸は、当該地域の特産である大甲
藺を利活用してつくられる生活工芸である。
古く、清時代に、台湾における少数民族のひ
とつであるタオカス族の二人の女性が、大安
渓下流付近に自生する大甲藺を発見し、蓆な
どの生活用具の材として用いたのが始まり
とされる。人口の多くが中国大陸からの移民
もしくはその子孫で構成される台湾におい
て、数少ない独自の工芸の一つである。日本
領有時代の台湾においては、産業化が展開さ
れ、台湾 5大輸出産業の第 3位に位置づけら
れるほどに大いに発展した。しかしながら、
今日、大甲藺工芸は消失の危機を迎えており、
その対策が急務となっている。 
 本調査においては、｢社区総体営造｣の手が
かりとなるよう、これまでなされてこなかっ
た大甲藺工芸の生活文化としての特徴や産
業の変遷をまとめるとともに、それに関与し
た人びとの活動を内発的発展の観点から明
らかにした。 
 その結果、大甲藺工芸は，当該地域の人び
との生活のなかで、より良質な材料をつくり
出すための工夫を全体活用に基づきつつ徹
底的になされ、かつ、生活との密接な関連の
なかで創生され発展してきたものであるこ
となどを見出した。 
 
②国立台湾工芸研究発展センターにおける
実地調査結果 
 同センターが「台湾省手工業研究所」とし
て台湾中部の草屯市に設立されたのは 1973
年のことであった。以来、「国立台湾工芸研



究所」「国立台湾工芸研究発展センター」と
名称を変えつつも、台湾における伝統的工芸
品の支援機関としてきわめて重要な役割を
果たしてきた。特に、1994 年に始められた
台湾全土を挙げてのおける地域づくり活動
である「社区総体営造」の推進に関しては、
国の文化建設委員会(今日の文化庁)の受け皿
として台湾の各地域における内発的発展を
支えてきた。 
 
(3)文献調査に基づく、日本における伝統的工
芸品の指定の申出書にみられる内発的地
域振興デザインの実相に関するデータの
集積 
 日本における伝統的工芸品産業の振興を
国の行政機関として担ってきたが財団法人 
伝統的工芸品産業振興協会である。今日まで
に、218品目もの伝統的工芸品が指定される
に至っている。産業振興としての立場ではあ
るが、主として、生産者から提出された振興
策を政策的に支援するというスタイルと採
っており、内発的地域振興デザインのひとつ
の姿といってよい。本研究においては、それ
らの申請から認定、支援事業に関する情報を
蓄積するとともに、伝統的工芸品の特質を把
握した。その結果は以下の通りである。 
・地球にやさしい伝統的工芸品産業 
・伝統的工芸品産業のキーワード：地域･自
然･歴史 
・生活文化の創生という役割を担う伝統的工
芸品産業 
・地域の生活文化のグローバル化 
 このように、まさに、地域の伝統的ものづ
くりの再確認・再認識に基づく地域振興は、
内発的地域振興デザインの代表的な事例で
あり、今後にあっても広く支援していく必要
がある。 
 
(4)まとめ 
 本研究の研究代表者は、ADCS (Asia 
Design Culture Society)を主宰し、当該研究
テーマである内発的振興デザインに関する
情報共有ならびに今後の展開に関する検討
会の開催に基づき、そのデータを蓄積するこ
とを各界の研究者・実践者らに呼びかけてい
る。その成果は、2011(平成 23)年度にあって
は 96件、2012(平成 24)年度にあっては 117
件、2013(平成 25)年度にあっては 161件の実
践報告として、Bulletin of Asian Design 
Culture Society No.7～9 に収集がなされて
いる。また、それぞれ、千葉県千葉市、台湾
高雄市、京都府伊根町において日本ならびに
アジア各国・各地域の内発的地域振興に関す
る実践者・研究者らとの情報共有を行うとと
もに、これからのあり方を考える検討会を開
始し、述べ 500名余が参加した。 
 なお、先述したように、「内発的発展」と
いう概念が示されたのは、1975 年の国連経
済特別総会の報告書において示された「もう
ひとつの発展(Another Development)」とい

う概念の属性のひとつであった。 
 今日、アジアの各国・各地域においては、
急速に展開する近代化のなかでさまざまな
社会問題が生起しており、そうした意味にお
いては、改めて今日の状況に鑑みつつ、内発
的地域振興の導入を図る必要がある。 
(a)当該地域の生活者らの必要に基づくこと 
(b)当該地域の歴史を踏まえ、物質的・非物質
的側面において地域資源の再発見・再認
識に基づくこと。 

(c)自律的・自立的であること 
(d)エコロジー的に健全であること 
(e)経済社会構造の変化に基づく 
 世界的にも、経済発展の限界が叫ばれるな
か、今日、再度、「もうひとつの発展(Another 
Development)」としての「内発的発展
(Endogenous Development)」の意味とあり
方を問い直し、これからの生活創造をなすべ
きであろう。なぜなら、生活を創造するのは、
まさに、地域の生活者に他ならないのだから。 
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